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回覧 

第９８回 ＨＢＳ研究部 先端医研テクニカルセミナー  

 総合研究支援センター 先端医療研究部門では、皆様の研究にお役に立つようなテクニカルセ

ミナーをシリーズで開いております。 

 今回は、当部門で導入するシーケノム社のMassARRAYによるがん細胞遺伝子変異解析について

セミナーを開催します。徳島大学ではすでに次世代シークエンサーにより、固形がんにおける遺

伝子変異解析を実施できる体制にありますが、よりコストパフォーマンスをあげる既製パネル並

びに既に見つかったホットスポットを容易にパネル化することができるアプリケーションをご紹

介します。また低侵襲なサンプルリングを前提として近年注目される「血中遊離DNA」を用いた

がん細胞遺伝子変異解析についてもご説明します。さらに、現在は変異検出項目が固定化されて

いますが、今後カスタム化も予定されており、臨床研究において有力な解析ツールとなるアプリ

ケーションをご紹介します。多数の皆様のご参加をお待ちしております。 

 
 

日 時 ： 平成２６年７月２２日（火） １６：１５ ～ １７：１５    

場 所 ： 第一カンファレンス室（医学基礎Ａ棟１階西） 

講 師 ： 岩間 裕之（シーケノム（株）ｼﾆｱｻｲｴﾝﾃｨｽﾄ ｱﾌﾟﾘｹｰｼｮﾝ&ﾃｸﾉﾛｼﾞｰ） 
     

16：15 ～ 16：20  はじめに      先端医療研究部門 部門長 井本 逸勢 

16：20 ～ 17：15  固形癌ならびに血中遊離DNAからのがん細胞遺伝子変異解析 

                                   岩間   裕之                      
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・MassARRAY テクノロジーとは？ 

・固形癌（肺がん,大腸がん、皮膚がんなど)からのがん細胞遺伝子変異解析 

・UltraSEEK を用いた「血中遊離DNA」からのがん細胞遺伝子変異解析 

・Exome ID を用いたサンプルチェックとアッセイバリデーション 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 


